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中
国
に
お
け
る
眼
科
の
外
科
的
治
療
は
、
暗
以
前
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
。
『
晴
書
」
経
籍
志
や
両
『
唐
書
」
に
は
「
療
目
方
五

巻
」
が
著
録
さ
れ
る
が
、
最
も
注
目
す
べ
き
眼
科
書
は
『
白
居

易
集
」
巻
二
十
四
に
も
見
え
る
『
龍
樹
論
」
で
あ
る
。
こ
の
龍

樹
は
、
明
の
酵
己
が
言
う
と
こ
ろ
の
南
斉
の
人
で
は
な
く
、
紀

元
前
三
世
紀
頃
の
イ
ン
ド
の
仏
教
哲
学
者
で
あ
る
が
、
能
く
眼

疾
を
療
し
た
と
の
伝
承
か
ら
、
中
国
で
は
唐
代
以
降
、
医
書
や

眼
科
書
に
仮
託
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
『
階
書
」
経
籍
志
に
「
龍

樹
菩
薩
薬
方
四
巻
」
や
「
龍
樹
菩
薩
和
香
法
二
巻
」
「
龍
樹
菩
薩

養
性
方
一
巻
」
、
『
宋
史
」
芸
文
志
に
「
龍
樹
眼
論
一
巻
」
、
「
崇

文
総
目
」
に
も
「
龍
樹
眼
論
一
巻
」
、
晁
公
武
の
『
郡
斎
読
書
志
」

に
は
「
龍
樹
眼
論
三
巻
。
右
仏
経
、
龍
樹
大
士
者
、
能
治
眼
疾
。

或
假
其
説
、
集
治
七
十
二
種
目
病
之
方
。
」
、
わ
が
国
の
『
日
本
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中
国
に
お
け
る
内
障
に
対
す
る
外
科
的

治
療
に
つ
い
て

宮
川
隆
弘

日
本
鍼
灸
研
究
会

国
見
在
書
目
録
」
に
も
「
龍
樹
菩
薩
眼
経
こ
の
著
録
が
み
ら

れ
る
が
、
い
ず
れ
も
現
存
し
て
い
な
い
。
こ
の
「
龍
樹
眼
論
」

あ
る
い
は
『
龍
樹
菩
薩
眼
経
」
の
内
容
を
伝
え
る
考
え
ら
れ
る

も
の
と
し
て
は
、
「
千
金
方
」
『
千
金
翼
方
」
な
ど
に
は
み
ら
れ

な
い
も
の
の
、
「
外
台
秘
要
方
」
巻
二
十
一
の
謝
道
人
『
天
竺
経

論
眼
」
の
引
用
に
類
文
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
医
心
方
」
に
は

『
龍
樹
眼
論
」
の
供
文
が
見
ら
れ
る
。

末
代
初
期
に
王
懐
隠
ら
が
編
纂
し
た
『
太
平
聖
恵
方
」
巻
三

十
二
・
眼
内
障
論
に
は
、
白
内
障
の
手
技
に
つ
い
て
の
詳
し
い

記
述
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
内
障
の
硬
・
軟
に
応
じ
て
小

鍼
・
大
鍼
を
使
用
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
手
技
の
前
後
の
準

備
及
び
切
開
後
の
処
置
に
つ
い
て
も
詳
細
で
あ
る
。
内
障
の
基

本
的
概
念
は
、
五
輪
八
郭
の
説
を
主
体
と
す
る
が
、
白
内
障
に

対
す
る
鍼
に
よ
る
処
置
に
つ
い
て
は
、
病
態
分
類
か
ら
処
置
の

際
の
留
意
点
や
処
置
後
の
方
法
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
文
字
を

費
や
し
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
無
い
。
『
太
平
聖
恵
方
」
の
眼
科
関

係
の
記
述
は
、
『
諸
病
源
候
論
」
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
北

宋
代
頃
に
出
た
「
龍
木
論
」
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

点
が
あ
る
。
本
内
容
は
、
後
代
の
眼
科
の
外
科
的
治
療
に
相
当
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な
影
響
を
及
ぼ
し
、
既
に
末
代
に
お
い
て
も
『
聖
済
総
録
」
な

ど
に
部
分
的
に
収
載
さ
れ
て
い
た
が
、
明
代
初
期
の
成
立
し
た

豆
日
済
方
』
で
は
『
太
平
聖
恵
方
』
掲
載
の
鍼
の
手
技
に
関
す
る

全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
明
代
当
時
の
内
障

に
対
す
る
処
置
が
古
伝
の
そ
れ
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
な
お
、
内
障
に
関
連
す
る
手
技
の
記
述
が
見
ら
れ

る
『
秘
伝
眼
科
龍
木
総
論
」
十
巻
は
、
『
太
平
聖
恵
方
」
記
載
の

内
容
を
「
鍼
内
障
眼
法
歌
」
及
び
「
鍼
内
障
後
法
歌
」
と
題
し

て
要
約
し
た
も
の
で
、
わ
が
国
に
古
抄
本
が
伝
存
し
、
ま
た
明

代
以
降
に
は
刊
本
も
出
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
た
と
え
ば
明

の
呉
嶌
著
「
針
方
六
集
」
針
方
尊
経
集
の
「
晴
中
穴
主
治
内
障

二
十
九
」
に
お
い
て
、
「
龍
木
居
士
金
針
抜
転
瞳
人
妙
決
」
と
題

し
て
内
障
の
鍼
に
よ
る
処
置
方
法
を
、
「
針
内
障
秘
決
歌
」
や

「
針
内
障
要
歌
」
と
題
し
て
内
障
の
処
置
及
び
注
意
事
項
が
歌
賦

形
式
で
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
針
方
六
集
』
所
載
の
記
述

は
、
他
の
医
書
に
見
ら
れ
な
い
内
容
を
包
括
し
、
し
か
も
「
治

一
切
内
障
、
年
久
不
視
物
、
頃
刻
光
明
、
神
秘
穴
也
。
」
と
い
う

記
述
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
眼
科
医
療
を
考
え
る
上
で
重

要
で
あ
る
。

な
お
、
眼
科
書
と
し
て
有
名
な
も
の
に
『
銀
海
精
微
」
が
あ

る
が
、
後
代
の
偽
作
と
す
る
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
の
説
に

従
い
、
本
考
察
の
対
象
か
ら
は
除
外
し
た
。


